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・台風19号で堤防決壊
（護岸整備済）

・20年前に堤防決壊
（護岸整備済）

・台風19号で橋桁が削れた
・踏切は1年間使用不可であった
・線路は1週間ほどで開通した

・台風19号で道路が削れ、
車が川に落ち流された

・台風19号の時、用水が滑津川に流れず
水が逆流し、１ｍ（腰の高さ）まで浸水した
・対策として３つのポンプで水を組み上げる
改良工事が行われた

・ビニールハウス全壊

・小屋流出

・ビニールハウス流出

L=350m

防災マップ記号凡例

令和元年台風19号及び
過去に起きた災害情報

災害発生の可能性がある場所

比較的安全と思われる場所

流水経路

WH=○○m

氾濫浸水範囲

浸水深さ

床上浸水

床下浸水

建物全壊

建物半壊

破堤・洗堀箇所

越水箇所

がけ崩れ

地すべり

土砂崩れ

土砂流出

土石流

通行止め

土のう積み

避難経路

指定避難所
指定緊急避難場所

その他施設

その他情報
・どこの橋が安全に通れるか確認

・浸水、過去にも床下浸水

・令和元年台風19号後、竣工

・水の流れで削られる・崩れる

・午前12時頃から
用水が逆流

・戌の満水でも被害が少なかった
（権現堂、石神）

・下のコンクリートで渦がうまれたか？

・コンクリート
（これ以上掘れない）

1:2500（A0）

・雨水が流れていくルート

中込地区地域防災マップ（権現堂区、中央区南町区）
制作年月：令和６年２月 長野県地域長野県地域発元気づくり支援金活用事業
作成：中込地区、佐久市、佐久市消防団、株式会社千代田コンサルタント

西耕地公民館

・浚渫をしっかり

・滑津川がここであふれると
住宅地域に浸水する可能性がある
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